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急性虫垂炎は, 急性腹症の中で最も頻度が高く
外科医がよく遭遇する疾患である｡ ����年
 !""�)が初めて腹腔鏡下虫垂切除を報告し, 本
邦では����年から導入されている｡ さらに, ���#
年単孔式腹腔鏡下虫垂切除が$!%&'(#)らにより報
告され, 日本では, #))�年以降積極的に行われる
ようになってきた｡
低侵襲性, 腹腔内の観察範囲の広さ, 創感染な
どの利点�*+)から腹腔鏡下虫垂切除は急速に普及し
てきている｡ 内視鏡外科学会のアンケート調査に
よれば, #)�,年度腹腔鏡下虫垂切除症例は, 全国

で��)#-例行われ, そのうち単孔式が#�.+％を占
めている-)｡ 当院では#))�年腹腔鏡下虫垂切除術
を導入し, 単孔式は#)�)年から開始している｡ 当
院で施行している腹腔鏡下虫垂切除の手技を紹介
し, その成績を報告する｡
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急性虫垂炎と診断され, 全身麻酔可能な患者は,
炎症所見の程度, 穿孔, 膿瘍形成の有無にかかわ
らず適応としている｡ ただし, 高度膿瘍形成の場
合は (/0!123%344!/5!60&"7を原則的に行って
いる｡ 腹腔鏡下虫垂切除術を第一選択とするが,
患者希望により保存的治療となることもある｡ ま
た夜間, 休日に来院した患者は, 医療スタッフ,
手術器具の問題などから開腹で行う場合もある｡
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急性虫垂炎は, 急性腹症の中で最も頻度が高く外科医がよく遭遇する疾患である｡ 最近
虫垂炎に対して, 腹腔鏡下虫垂切除術が頻繁に施行されるようになってきており, 当院で
も#))�年腹腔鏡下虫垂切除術を導入し, 単孔式腹腔鏡下虫垂切除術を#)�)年から施行して
きた｡ 今回, 当院の腹腔鏡下虫垂切除術の適応, 体位, ポート位置, 使用器具, 虫垂根部
処理, 閉腹, 周術期管理などについて報告する｡ さらに, #)��年から#)�,年までのF年間
に腹腔鏡下虫垂切除術を施行した�E+例の手術成績についても報告する｡
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